
行 事 報 告 書（研修）  

                                                             報告者： 大原 徹 

行事名 東おたふく山 自然観察会 

日  時 ２０２６年４月９日（木） 10：00～15：00 天候: 曇り 

場  所 東おたふく山 

テーマ 春の開花、植物の生き様を観察しよう 

リ－ダ－ 全体リーダー 樋口和久さん、サブリーダー 藤原泰子さん  ～2班に分かれて観察（各班 8名） 

参加者 16名 

内容 

（概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察コ-ス：阪急バス 東おたふく山登山口 西広場集合→麓 車止め→東尾根を登頂(途中に急な坂道あり) 

→山頂→眺望点Ｃ（昼食）→雨ヶ峠→住吉谷→本庄橋跡→土樋割峠→蛇谷→東おたふく山登山口 

・10：00 阪急バス 東おたふく山登山口集合。朝から曇り空でやや風の強い時間もあり、肌寒さも感じる一日。 

樋口リーダーより説明の後、２班（樋口班･藤原班）に分かれてスタート。すぐに東尾根に入って登頂を開始。 

クロモジの可愛い花が迎えてくれ、キブシも満開の中、モミジイチゴがあちらこちらで開花していた。 

山道ではヒイラギナンテンやオオカメノキ、ミツバツチグリのほか、谷筋にはシュンランの開花も観察できた。 

シハイスミレ、タチツボスミレ、ニオイタチツボスミレをはじめ、エイザンスミレやヒゴスミレなど、今回観察会の 

目玉であるスミレの仲間も咲き誇っており、それぞれの特徴も確認しながら観察を満喫することができた。 

・12：20 眺望点 Cに到着して、ここで昼食休憩のあと集合写真。草原を吹き渡る風が強くなり、早目に出発。 

･12：40 雨ヶ峠経由で下山スタート。住吉谷ルートに入って、住吉川源流を遡り土樋割峠で大月断層を見学、 

芦屋川に沿って蛇谷ルートを下りる。途中でクマシデの花穂と果穂（ヒゲじい）も観察することができた。 

･15：00 阪急バス 東おたふく山バス停到着、全員集合を確認して解散。15：07発のバスに乗車。 

 

       オオカメノキ           シュンラン            タチツボスミレ      ニオイタチツボスミレ 

シハイスミレ           エイザンスミレ            ヒゴスミレ      クマシデの花穂と果穂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎今年は 4月の実施としたことで、絶好のスミレの季節となり、とても楽しく有意義な観察会になりました。 

 
 


